
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

計画の進捗管理 第 7 章 
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第７章 計画の進捗管理 

７－１．進捗管理の考え方とその手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■地域公共交通計画の評価・検証の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

本計画は、計画の策定（Ｐ）、事業の実施（Ｄ）、評価・検証（Ｃ）、改善策の検討・計画の見直

し（Ａ）といったＰＤＣＡサイクルを毎年度実施することで、効果的な事業の推進と公共交通全

体のスパイラルアップを推進します。 

また、計画に基づき実施した事業の効果や影響の把握を毎年度実施し、必要に応じ適宜計画の

見直しを行うとともに、計画期間最終年度において、計画目標の達成状況を評価・検証し、次期

計画を見据えた検討を行います。 
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７－２．事業の推進にあたっての対応 

（１）各主体の責務と役割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）新型コロナウイルス感染症等を踏まえた対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
● 将来的にも自らの生活の交通手段は自らの手で守るという意識の

もと、公共交通のあらゆる内容に関心を持ち、公共交通の利用促

進など積極的に協力する 

● 地域の社会経済活動の担い手としての社会的責任や社会貢献の意

識のもと、従業者や顧客が環境にやさしい交通行動を実践できる

ように、積極的に協力する 
 
● 取り組みの効果を最大限発揮できるように、積極的に企業相互や

交通事業者、行政と連携・協力する 

市 民 

・ 

企  業 

(勤務先･商店等) 

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う生活様式の変化などから、公共交通利用者の減少など

需要の変動は今後も継続するものと見込まれます。このような状況においても市民サービスの維

持・向上や公共交通の維持・確保の必要性に変わりはありません。 

そこで、位置付けた交通施策を着実に進める中で社会状況の変化を注視しながら、必要に応じ

て施策等を見直すなど、柔軟な対応を図っていきます。 

本計画の推進に際して、市民や企業、交通事業者、行政などの様々な主体が、それぞれの責任

と役割分担のもと、目標を共有し、協働して取り組んでいきます。 

● 利用者に対して直接サービスを提供する主体として、利用者 

ニーズに基づき、安全で安心して利用できる、快適で適切な運行

サービスの提供に努める 

● 交通事業者の経営努力だけではサービスの維持が困難な場合も生

じているため、関係する主体に事業情報の開示・提供を行うこと

や、交通ネットワークのあり方や利便性向上の改善方策について

幅広い視点で提案することに積極的に取り組む 

● わかりやすい情報や便利なサービスの提供のため、利用者本位の

視点に立ち、交通事業者相互や市民・企業との連携・協力による

サービス向上に努める 

● 持続可能な公共交通システムを構築するための効率的なまちづく

りの推進と併せて、地域や目的に応じてバランスの取れた交通体

系に関する計画を企画・立案し、必要に応じて合理的な支援制度

等を確立する 

● 意識面での啓発、教育や広報活動に積極的に取り組むとともに、

各関係者間の協議の場の提供や調整による連携・協力に積極的に

リーダーシップを発揮する 

 

 

 

 

 交通事業者 

 

行 政 

（国・県・市、 
 交通管理者） 

 


